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　松
本
市
の
音
楽
移
動
サ

ロ
ン
「
メ
ロ
デ
ィ
・
ブ
レ

ス
」（
掛
野
奈
美
代
表
）
は

12
月
11
日
に
安
曇
野
市
穂

高
の
ホ
ワ
イ
ト
ト
ー
ク
ハ

ウ
ス
で
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の

鈴
木
崇
朗
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

の
松
永
裕
平
さ
ん
に
よ
る

タ
ン
ゴ
デ
ュ
オ
を
迎
え

「
信
州
ツ
ア
ー
ラ
イ
ブ
」

を
開
く
。

　主
催
者
の
掛
野
さ
ん
は

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
1
9
8

0
年
代
か
ら
県
内
に
拠
点

を
置
き
な
が
ら
、
主
に
県

外
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
多
く
の
人
が
気
軽

に
音
楽
を
楽
し
め
る
こ
と

を
目
指
し
、
2
年
ほ
ど
前

に
音
楽
の
移
動
サ
ロ
ン

タ
ン
ゴ
デ
ュ
オ 

音
楽
移
動
サ
ロ
ン 

12
月
11
日 

安
曇
野
で
ツ
ア
ー
ラ
イ
ブ

　池
田
町
で
晩
年
を
過
ご

し
た
歌
人
・
岡
麓ふ

も
と（
1
8

7
7
〜
1
9
5
1
年
）
の

関
連
資
料
特
別
展
示
が
30

日
ま
で
、
町
文
化
財
資
料

館
（
町
教
育
会
館
1
階
）

「
メ
ロ
デ
ィ
・
ブ
レ
ス
」

を
立
ち
上
げ
た
。
今
回
は

メ
ロ
デ
ィ
・
ブ
レ
ス
と
し

て
2
回
目
で
、
4
月
に
開

催
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

タ
ン
ゴ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
し
た
メ
ン
バ
ー
2
人
に

よ
る
ラ
イ
ブ
。
国
内
外
で

高
い
評
価
を
受
け
る
2
人

が
、
珠
玉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
繰
り
広
げ
る
。

　料
金
は
3
0
0
0
円
で

限
定
50
人
（
定
員
に
達
し

次
第
終
了
）。
午
後
2
時

半
開
演
。
問
い
合
わ
せ
は

メ
ロ
デ
ィ
・
ブ
レ
ス
☎
0

8
0
・
4
3
2
3
・
3
9

7
6
ま
で
。

【お問い合わせ先】一般社団法人HAKUBAVALLEY TOURISM SDGs小委員会　sdgs@hakubavalley.com 

　今月は「海と人にやさしい選択」について考
えてみましょう。スーパーやレストランで見かけ
る魚のパッケージに、青や緑のラベルがついて
いるのをご存じですか？ 私たちが日常の買い物で
できる小さなアクションについてご紹介します。

キーワードは「認証ラベル」

認証ラベルがついた商品や施設を選ぶことは、「誰かを支える選
択」です。たとえば、MSC「海のエコラベル」付き水産物を選ぶ
ことは、水産資源と海の生態系の保護につながります。ASC認証
の魚やエビを選ぶことは、環境や地域社会に配慮した養殖業を応
援することになります。こうした認証ラベルがついた水産物を買
うことで、私たちは海を未来につなぐ手助けができるのです。
スーパーや飲食店でも、ASC・MSCラベル付き水産物を扱うお
店が増えており、消費者は認証ラベルを手がかりに、安心して環
境にやさしい選択ができるようになっています。こうした認証ラ
ベルは、「小さな行動を大きな力に変えるスイッチ」です。何気な
い買い物や食事の選択が、海の豊かさを守り、未来のまちづくり
の第一歩になるのです。

日常の中で商品パッケージについた小さなラベルを目にしたこ
とがありますか？ 認証ラベルとは、「環境に配慮した製品」や
「人や自然に優しい活動」を行っていることを証明する印で
す。日々の買い物や旅行で“どんな商品・場所を選ぶか”によっ
て、私たちはまちの未来をより良くすることができます。

で
行
わ
れ
て
い
る
。
一
昨

年
、
会
染
小
学
校
（
池
田

町
）
の
卒
業
生
で
岡
麓
の

孫
・
佐
藤
亨と

お
るさ
ん
（
愛
知

県
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
約

20
点
を
展
示
し
て
い
る
。

　町
指
定
文
化
財
「
岡
麓

終
し
ゅ
う

焉え
ん

の
家
」
の
応
急
修

繕
事
業
が
令
和
6
年
度
、

公
共
財
団
法
人
東
日
本
旅

客
鉄
道
文
化
財
団
か
ら
の

助
成
を
受
け
て
行
わ
れ

た
。
終
焉
の
家
は
、
岡
麓

が
昭
和
20（
1
9
4
5
）年

に
疎
開
し
て
き
た
会
染
村

内
鎌
で
晩
年
を
過
ご
し
た

住
ま
い
を
昭
和
55（
1
9

8
0
）年
に「
内
鎌
草
庵
」

と
し
て
復
元
し
た
。
柱
や

軒
裏
を
は
じ
め
、
当
時
の

た
た
ず
ま
い
を
色
濃
く
残

し
て
い
る
が
、
老
朽
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
60

万
円
の
事
業
費
で
、
屋
根

や
壁
、
柱
、
樋
、
敷
居
な

ど
を
修
復
・
補
強
し
た
。

　特
別
展
示
は
、
事
業
記

念
と
絡
め
て
実
施
す
る
。

疎
開
当
時
の
こ
と
が
記
さ

遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
が
並
ぶ
会
場

岡麓 疎開時の日記など展示
30日まで 池田町文化財資料館

「内鎌草庵」の修復事業記念

れ
た
日
記

や
、
歌
集
の

原
稿
、
直
筆

の
短
歌
、
写

真
、
書
簡
な

ど
を
展
示
。

町
の
文
化
財

保
護
専
門
員

が
解
読
し
、

解
説
を
加
え

た
。
開
館
は

午
前
9
時
半

〜
午
後
5

時
。
月
曜
・

祝
日
休
館
。
入
館
無
料
。

　「
岡
麓
終
焉
の
家
」

は
、
希
望
が
あ
れ
ば
一
般

公
開
し
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
町
教
育
委
員
会
☎

0
2
6
1
61
1
4
3
0
ま

で
。

当時の面影を残す岡麓終焉の家

ツアーライブの
チラシ


